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南開大学

貿易大学

1919年に創設された南開大学は、中国国家教育部直属の重
点総合高等教育機関として、歴史、経済、文学、哲学、科学、
光学などの分野でトップクラスの教育・研究が行われています。周
恩来をはじめ、多くの出身者が活躍していることから、北京大学、
清華大学とともに、「学府北辰」（学府の北極星）と謳われて
います。南開大学は一貫して、「允公允能，日新月異」（公
益への奉仕と能力の向上に努め、時代とともに進歩する）を学
生の育成の特色として堅持してきました。本学とは1993年に学
術交流協定を結びました。

広い世界で思い切り深呼吸

2014年に本学と学術提携を結んだ貿易大学
は、1960年にベトナムの首都であるハノイに創
立されたベトナム屈指の名門国立大学です。
（2020年版ベトナム大学ランキング第3位）
ハノイ市、ホーチミン市及びクアンニン市にもキャ
ンパスを持ち、経済、経営、マーケティング、金
融、法律や外国語など、幅広い分野を学ぶこ
とができる大学です。
毎年、短期交換留学生として数名が本学に
学びに来ています。

2014年9月入学の
NGUYEN THI 
HONG NGOCさん
(ハノイ校：右)

2015年9月入学の
PHAM HONG VANさん
(ホーチミン校：

左から2人目)

カセサート大学
カセサート大学は、1943年創立のタイ国内で
も３番目に古い、歴史ある国立大学であり、タ
イ国内でトップ5に数えられる名門校です。

2010年から大学の主要方針として「国際化の
強化」が掲げられ、世界の主要大学との学術
交流、共同研究活動などの面で、多くの支援を
実施しています。本学には2015年の提携以
来、短期留学生として毎年1名の留学生を継
続的に派遣しています。そのほか、日本語科の
教員を客員研究員として定期的に本学に派遣
し、研究活動を行っています。

2018年9月入学の
Kotchakorn
Prapanpasさん

国際交流センターでは、短期
留学生の受入れのほか、海外
の提携校への派遣留学・研修
プログラムも多数用意しています。
また、今後は海外とのつながりを動
画などでも配信していきたいと考え
ています。ぜひ国際交流センター
のFacebookやInstagramなど
をフォローしてください。



山梨学院大学 国際交流センター 発行：2020年4月

～「自分らしさ」が見つかる国際交流センター～
新しいスタッフをご紹介します。

本学の卒業生 LE Nhiさん（ベトナム語・日本語・英語）

★ 学生時代を振り返って
2016年4月に私は留学生として山梨学院大学に入学しました。片言の

日本語でしか話せず、「友達ができなかったら寂しいなぁ」と心配したり、また、早口の日本語が聞き取れなかったため、
授業でも一苦労でした。しかし、徐々に頑張ることで、充実した日々を過ごすことができるようになりました。この4年
間は、授業だけではなく、国際交流センターの異文化交流イベントや活動などを通して、貴重な体験も得られて、友
達も増えました。中国、インドネシア、タイなどからの皆さんが、異なる国籍にも関わらず、一生懸命日本語で話して
いるところを見て、自分も「頑張らなきゃ」と思えるようになりました。たくさんの力を下さった皆さんとの出会いを大切に
しながら、これからの道のどこかでまたお会いできるように期待しています。

★ 国際化推進に向けてのメッセージ
「言葉は頭から発するものではなく心から発するものだ」とある方に言われて、恥ずかしがり屋な自分は「なるほど、人

間関係には上手な日本語よりも素直な笑顔が必要なんだ」と思えるようになりました。それまでの私は勉強ばかりに
集中していましたが、「友達からも学べることがたくさんある」と頭を切り替えました。友達の輪を広げて、異文化・多文
化を体験することで価値観が変わるかもしれませんので、ぜひ皆さんも一歩を踏み出して、隣にいる人に「ハロー」と声
をかけてみたらどうでしょうか。世界はそういうところから広がると思います♥

★ 学生時代を振り返って
初めまして、3月に国際交流センターに着任したHuangです。
私は20代の後半に日本に留学しました。通常の留学パターンよりはだいぶ遅れているとは思い

ますが、留学を通して確実に大切だと感じたことが二つあります。
一つは「世界を自分の目で見て肌で感じるべきである」ということです。自分の狭い知識や固定概念に縛られ、外

の広い世界を知らないまま、閉塞的な環境の中で生きることが人生の全てだ、と思うことは非常に哀れなことだと思い
ます。今はすでに「ある国のことについて知りたいなら、ネットで検索すれば、ほとんどの情報は手に入る」という便利な
時代になっているとは言っても、実際に行ってみるまでは、どんな国なのか、どんな国民性なのか、彼らが話す言葉、
肌で感じる空気、街のにおいなど、何一つ分かりません。また、海外での多くの出会いが、価値観を刺激してくれます。
これは個人の成長において、非常に大事なことだと思います。留学中、私は現地の人、全く異なるバックグラウンドを
持った人、様々な出会いで生まれる多様な価値観に接することができました。そのような環境に身を置いてみると、自
分が正しい、当たり前だと思っていたことが全面的に変わるかもしれません。価値観とまではいかなくても、自分の中に
ある「何か」が必ず変わるはずです。このような変化はこれからの人生の中でも大いに役立つと思います。
もう一つは“Get Out of Your Comfort Zone”です。つまり、「自分にとって居心地の良い領域から飛び出し、

新しいことに挑んで成長しよう」という意味です。留学に踏み出すことはまさに「Comfort Zoneから抜け出る」という
ことです。親元を離れ、慣れない海外で生活するには、多くの苦労が伴うと思います。しかし、留学を通じて、自立し
て生活する力、自立して考える力、自立して判断する力を得ることは、個人の成長と学習の過程において、可能だ
と思っている(思われている)ことを超える成果の実現を達成するために、必要なことだと思います。
IBMのCEOであるGinni Romettyの言葉に、“Growth and comfort do not coexist（成長と快適は共

存しない）“というものがあります。ぜひ皆さんも自らのComfort Zoneを破り、一歩外の世界に飛び出してみてくだ
さい。想像のつかないような素敵な景色が皆さんを待っているかもしれません。

★ 国際化推進に向けてのメッセージ
本学の国際化を実現するため、私も力になりたいと思います。現時点ではコロナの影響で、なかなか人が動けない

状況になっていますが、その代わり、他校の良いところに学ぶこと、他校の長所を取り入れて自身の短所を補うことや、
より多くの海外提携校を開拓し、新しい国際交流プログラムを企画することなど、には十分な時間が与えられていま
す。すなわち、現段階は今後より積極的に国際交流事業を展開するための大事な準備期であるとも言えると思いま
す。
私としては、今までの留学経験から学んだ多様性に対する考え方や、マーケティングに関する職業経験を活かし、

今後は新しい仕事に取り組み、常に挑戦する気持ちを忘れずに職務に関わりたいと思っています。

今後とも、国際交流センターを宜しくお願い申し上げます。

黄重陽 さん（中国語・日本語・英語）


